
旅 を す る蝶 、 ウ ラナ ミシ ジ ミ

阪 口 浩 平

NotesontheMigrationofthePeaBlue,LampidesboeticusL,

KoheiSakaguti

1

秋 も大分深 くな り,庭 先の ツ ワブキの黄色 い花 が開 きは じめる と,ど こか らともな くハ

ナア ブ類が吸蜜 にや って きます。 この頃,野 外 で 出遇 う昆虫 の姿 はま ば らなせいか,彼 等

の元 気な姿を み ると,た いへん なつか し く感 じ られ ます。元気 なハ ナアブに混 って,ツ ワ

ブキを訪れ て くる蝶 に ウラナ ミシジ ミLampidesboeticusL・ がい ます。

ウラナ ミシジ ミの分布 は,北 アメ リカを除 き,ア フ リカ ・南 ヨー ロッパか ら,ア ジア南

部の温 暖な地方,そ して孤 立 したハ ワイの よ うな太平洋 の島 々や,オ ー ス トラ リヤ にまで

及んで います。 こん な広 い分布範囲 をもつ蝶 であれ ば,欧 州産 の もの と 日本産 とで は,少

な くとも外見上 多少 の差異 が あ って,亜 種 を違 えて もよ さそ うなものですが,こ の蝶 は,

世界中 ど こで も,Lampidesboeticusと い う一 つの 種類 に限 られて います。 そ して 早春現

われ る春 型(冬 型)は,後 翅裏 面の斑紋が少 し違 ってい るので,fv・yanagawaensisHori

とい う名称が与 え られて いますが,そ れ も 日本 だ けの現 象では な く,ど この ウラナ ミシジ
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一 旅 をす る蝶、 ウ ラナ ミシ ジ ミ ー

ミにもある季節型です。

2

さて,こ の小 さな蝶 が,そ の体躯 に似 ず遠 い と ころまで旅 をす るとい う事実 は,欧 州で

は,か な り以 前 か ら判 って いた よ うです。 イギ リスで は,約69種 の蝶が リス トされて い ま

すが,そ の うちイギ リスで冬 を越す もの は52種 で,他 の17種 は大陸 か らの移住 者で,イ ギ

リスでは冬 に は死 滅 して しまい,毎 年 イギ リス海 峡や ドーバ ー海峡 を越 えて渡 って くる こ

とが 知 られて います。 ウラナ ミシジ ミもその一 つで,イ ギ リス のもの は南 欧か ら渡 来 しま

す。 したが って,イ ギ リスへ は8月 以後 にな って か ら到着 します。

わが 国 の ウラナ ミシジ ミについて,こ の蝶 の移 動 に関心 を呼び お こさせ た のは磐瀬太 郎

氏 で す。1950年 出版 の北 隆館 の 日本 昆虫 図鑑(改 訂版)を みて も,ま だ この蝶 が旅 をす る

ことは何 も記 されて いませ ん。 その 翌年(1951)に で た 林慶二 郎氏 の 名 著 「日本蝶類 解

説 」 にも,ま だ移 動 の問題 について は,さ した る 解 説 もされ て いません。 た だ,「 定 ま っ

た越 冬形態 を持 たず,季 候条件 の許 す 限 り 発生 を 繰返 す。 一 中略一 分布 の北 限地 域

(こ こで は,東 北 地方 の南 半 まで として い る)で,最 寒期 を 蠕で過 し得 た 場 合 が あ って

も,ア ゲハ ・シ ロチ ョウ等 の蠕が越冬 したの とは意味 を異 にす る」 とあ ります。 したが っ

て,ウ ラナ ミシジ ミの移 動 の問題 が,研 究 家 た ちの関心 を 引 くよ うにな ったのは,1953～

54年 頃か らです。 その頃 にな って ,前 記磐 瀬氏 らの仮 説的 な推測 を含む報文 が,あ ち こち

の関係雑 誌 に現 わ れ るよ うにな りま した。

3

千 葉県房総 半 島の最南 端,黒 潮 のあ らう坂 井 ・根本 ・砂取 ・七 浦 とい ったと ころ は,年

間 を通 じて の気温 が12°Cを 降 る ことが な く,ソ ラマメの促成 栽培 に適 してい ます。 した

が って,こ の あた りで は,ウ ラナ ミシジ ミは年 間を通 じて常住 で き,こ のよ うな と ころを

「定住 地」 とか 「越冬地」 とよんで い ます。 伊豆 半島南 部 や紀 伊半 島南 部,そ して四 国 ・

九州 の温 かな地方 も,彼 等 に とっては 「定住 地」 とな り うるわ けです。

ウ ラナ ミジ シ ミの幼虫 の食草 は,野 外で は,ク ズ ・ヒメ クズ ・ム ラサ キナ ツフジ ・シ ロ

ハギ ・ヤ マハギ ・ミヤマハギ ・ナ ンテ ンハ ギ ・コマ ツナギ ・ヒロバ ノクサ フジ ・ノア ズキ

・ハ マ アズキ ・オオ ヤブ ッル アズ キ ・ハ マエ ン ドウ等 のマ メ科植 物が知 られ て いて ,お も

に花 蕾を食 べ ます。 と ころが,彼 等 は栽培 中 のマ メ類 例 えば フジマ メ ・アズ キ ・ソ ラマ

メ ・イ ンゲ ン ・サ サゲ等 の畑 に も飛 来 して,そ れ らに産 卵 し,幼 虫 は花 や実 に喰 い入 って

思 わ ぬ大害 を与 え るよ うにな りま した。 つま り,彼 等 も次第 に害虫化 の道 をた ど るよ うに

な って きま した。

4

と ころが,1955年9～11月 に,北 海道 西南 部の 各地で,か な りの 個体 が 採集 され ま し
タツピ

た。 同 じ年 の8月16日 に,青 森県 津軽半 島北 端の竜飛 岬 で3頭 の ウ ラナ ミシジ ミが観 察 さ

れ ま した。 もっと も,白 水 隆氏(1959,1965)に よ ると,1955年 とい う年 は,北 海道 は稀

にみ る温 暖な 気候 に見 舞 われ,暖 地 性 の蝶が多 く発 見 され た年 の よ うです。 ツマ グ ロ ヒ ョ

ウモ ンが は じめて北 海道か ら記録 され たの も この年 です。 しか し,そ の後 北 海道で 発見 さ

れな い年 は殆 ん どない くらいで,ウ ラナ ミシジ ミが北 海道 まで渡 るの は,も はや例年 の行
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事 の よ うにな って きま した。 とい って も,北 海道 へ渡 った ウ ラナ ミシ ジ ミが,そ こで定住

で き るよ うにな ったので はな くて,毎 年新 しい個 体が房総南 部 あ た りの越冬 地か ら,長 い

み ちの くの旅 を続 け,世 代 を累 ね なが ら,そ の年 か ろ うじて本 州の北 端 に達 した個 体が,

津軽海 峡を渡 って北 海道 へ た どりつ くとい うので す。 北海 道 では,そ の年 内 にも う1世 代

繰 り返 して道東部 の釧 路や厚岸 まで達す るのか,そ れ とも,海 を渡 った個 体が,そ の ま ま

そ こまで飛 び続 けた ものか,こ の辺の ところは文 献 に よる記 録 だけで は判 りか ね ます。 し

か し,い ずれ に して も,代 を累ね るにつれて,旅 をす る習性 が次第 に嵩 じて くるとい う説

明は たいへん 興味深 く思 われ ます。 それ につ いて1959年 に磐 瀬氏 は,お よそ次 の よ うな仮

説 を たて られ ま した。 越冬基 地(こ こで は 房 総南端 の 地 域 を さ します)か らの 到達距 離

が,第1波(4・5月)は23km,第2波(6月)は50km,第3波(7,月)は95km,第4

波(8月)は200km,第5波(9.月)は400kmと 上 昇 し,第6波(10月)に は600kmと 推

一92一



一一 旅をす る蝶、 ウ ラナ ミシジ ミー

定 す る ことによ り,北 海道 で の8月22日 の観察 記録 や,青 森県 の8月16日,宮 城 県 の6月

15日 は,う ま く解釈 で きるとい う ことです。 こ こで磐瀬氏 が,第1波,第2波 …… と「波」

とい う表 現 を され たの は,第1化,第2化 … … とい うよ うな世代 の違 ったもの が,新 し く

よ り大 きな拡 散速度 を もつ とい うの と区別す るため使 用 され た もので,ま ことに適 切な表

現 の方 法だ といえ ます。 しか し,世 代 を繰 り返 しなが ら,ま す ます その速度 を速 めて四方

へ 拡 が る方 向は四散 的 なのだ が,日 本 の国土 が南 北 に長 いので,結 果 的 には南 か ら北へ 向

って の拡散 に な るとつけ加 え られ てい ます。

したが って,そ の年 の第1化 の もの が,そ の まま飛 び続 けて北 海道 にまで達 す るので は

ない ことは 明白です が,旅 を続 けなが ら世代 を繰 り返 す うちに,次 第 に獲得 され る長距離

飛 翔力 とい うの は,こ れ はなか なか興 味 ある群集生 態学上 の テー マだ と思 われ ます 。

ここで,少 し古 い研究 です が,C.B.Williams(1930)の 名 著,TheMigrationofButter,-

fliesの 中の本種 について の 引例 を み る ことに しま しょう。 この書 の あち こちで,印 度 各

地 ・エジ プ ト・南 ヨー ロッパ ・イギ リスで記 録 され たウ ラナ ミシジ ミの移動 につ いて の彼

の統計 をみ ます と,印 度 では1～2月 には南 東方 向 に,そ して3～5月 には逆 に北 西方 向

に移動 す る もの が多 い と指 摘 されて い ます。 そ して本種 に関す る限 り,南 東 及 び北 西以外

の方 向の記 録は殆 ん ど見 当た りません。 そ して,そ の時 期の風 向 は,そ れぞ れ南西 と北 東

で,蝶 の移 動方 向 とは約90Qに な る ことも注 目す べ き ことと思 い ます。 同 じよ うな例 は,

同書 の 中に,英 領 ギア ナでのCatopsilia属 の シ ロチ ョウ類 な どに も 現 われて い ます。 も

ちろん,地 形や気 温の 問題 も考 慮 され なけれ ばな りません が,わ が国 のウ ラナ ミシジ ミに

ついて も,こ うした風 向の問題 を折込 む ことによ って よ り正確 な結論 が え られ るので はな

いで しょ うか。

5

さて,日 本 の ウ ラナ ミシジ ミの このよ うな立派 な研究 につ いて,採 られ た方法 が またす

ば らしい ものです。 予 め各地 の蝶 の研究 家 にウ ラナ ミシジ ミ観察用 の フジ マ メの種子 を送

って まいて も らい ます。 この方 法 は一 見 ひ じょうに原 始 的のよ うに思 えますが,ウ ラナ ミ

シジ ミの害 虫化 とい う傾 向を た くみ に利用 した もので,観 察 を依 頼 され た側 で も,届 け ら

れ た フジマ メの種子 を まいて蕾 がつ け ば,あ とは も う,わ が家の庭 先で蝶 の飛来 を待 ち う

け るだけで よい のです か ら,今 日のよ うに充 実 した研 究網を もつ わが 国,こ とに東京 附近

で あれば たいへ ん確 実 なデー タの集積 を期待 す る ことがで きます。 あ ま り蝶 の 同定 に経 験

のな い人 々まで動 員 したモ ン シロチ ョウ(こ の蝶 とスジグ ロシロチ ョウとは,判 別が かな

り困難 で,採 って みな い と確実 な ことはいえ る もので は あ りません)の 初見 日につ いての

生 物気節 の研 究 な どの方法 よ り,で き上 った もの は,ず っと確 実 な根拠 にたつ もの と思 わ

れ ます 。

一 方
,ウ ラナ ミシジ ミの側か ら考 えて も,た ど りつ い たフジマ メに産卵 した場合,農 家

で栽培 して い る販売 用 のマ メ類 とちが って,安 心 して次 代の繁殖 に充 て られ るわけです 。

しか し,こ ので きあが った仮説 を定 説 と して,立 派 に根拠 づけ るた めには,い ま一 そ う

の実 証 的デー タが必要 とな ります。

6

北海道 までたどりついた蝶 は,磐 瀬説によると,第5波 または 第6波 の 長距離飛翔型
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の,少 な くと も400km以 上 の飛 翔 力を もつ個体で す。房 総の 南 端 で,少 しばか りしか飛

翔 しなか った個体 とはz少 な くとも別 の性質 を帯 び るよ うにな った もの と思 われ ます。 こ

の個体 を,も う一度 暖か い房 総 の越冬地 に戻 して ,さ らにそ の行 く先 を トレー ス してみ る

方 法 はない もので しょうか。 標識 をつ けて ,判 然 と区別で きるよ うに して野外 に放 ちます

と,北 海道 の晩夏 ・初秋 のよ うな気候 とは違 って ,彼 等 の行 く先 には,ま だ さした る温度

的な 制約 もな さそ うです。 ふ たた び長途 の旅(こ の個体 に とって は ,も う長途 とい う言葉

は 当た らないか も しれ ませ ん が)に 上 らせて みて は どうで しょうか。 日本の南 北 に細 長 い

国土 と,そ れ にす ぐれ た観察網 とは,ヨ ー ロ ッパ での本種 の移 動の研究 に くらべて,な に

ほ どか成 功へ の早径 とも考 え られ ます。

7

ウ ラナ ミシジ ミの旅 は,ア フ リカ北 部か ら北 ヨー ロ ッパ まで を ,1世 代で飛 ぶ ヒメアカ

タテ ハVanessacdrduiや,メ キ シ コ等 の 越 冬地 か ら北 ア メ リカの繁殖 地 ,と きには カナ

ダ南部 まで も,こ れ また1世 代 で 渡 るオオ カバ マ ダラDanausplexippusの よ うに
,群 れ

を な して長 い旅 をす る蝶 の それ とは,か な り趣を異 にす るで しょう。 これ らの蝶 は,越 冬

と繁殖 とを 目的 と して,と きには人群 をつ くって 移動(渡 り)を します。 また,特 殊 な移

住 型 を生 じるの で有名 な飛蟷(migratOrylocust)と も,ず いぶん そ の方 式を違 え る もので

し ょう。 ウ ラナ ミシジ ミの旅 は,い わ ば片道旅 行で ,北 の寒冷地 へ た どりつ く頃 には,も

はや繁殖 も不 可能 とな って死 に絶 え るもの です。 この よ うな方 法で旅 をす る蝶 の仲 間は ,

他 に もた くさんみ られ ます。 ウスバ キ トンボの旅 もこれ とよ く似 て います。 わが国 の ウス

バ キ トンボは ,琉 球列 島附近 で 越 冬 し,春 にな ると北上 をは じめ,各 所 で何世 代か を繰 り

返 しなが ら,北 海道 や,カ ムチ ャ ッカまで渡 ります が,寒 冷 にな ると死滅 す るもの と考 え

られて い ます。 この トンボの よ うに,1世 代 で渡 るので はな いに して も,ウ ラナ ミシジ ミ

の旅 に も これ と[1し た と ころが あ ります。

室谷 洋1二d氏(1965)も,ウ ラナ ミシジ ミの 渡 りについて要 約 されて い ます。 その!_{」に,

エベ レス ト探 険隊 が ,1952年3.月 にネパールで 本種 の大規 模 な移 動 を観 察 した記録 がのせ

られ てい ます 。 大規 模 とい うのは個体 数か らい って相 当な大群 の移動 を報 じた もの と思 わ

れ ます。 ヒメアカ タテハや オオカバ マダ ラも,と きには数10万 に達す る大 群 をつ くるとい

図2.ウ ラナ ミシ ジ ミ(雄)
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われ ます 。 ウ ラナ ミシジ ミに も,こ の よ うな移 動 の タイ プを もつ もの もあ るのか もわか り

ませ ん。

それ にして も,房 総 の越冬 地 か ら,さ い はて に近 い北海 道厚岸 まで は,直 線 距離 にして

1000kmに 及 び ます。 オオカバ マダ ラの フロ リダ州か らカナダ南 部 に渡 る3200kmの 行程

(1世 代 での)に は及 ばな い として も,そ れ よ りは るか に小 さな ウ ラナ ミシジ ミが,た と

え何世 代か を累 ね るに して も,こ の弱 々 しい体で これ だけの旅 をす るとは何 とも不 思議 な
タツピ

こ とです。 そ して また その逆 に,室 谷氏 のいわれ るよ うに,竜 飛岬 で その後7月26日 に採

集 された ことや,1955年9月2日 に,す で に釧路 で1頭 の雌 が採れ てい る こと,そ してま

た,金 沢 ではX958年4月6日 に採集 され た記録 があ ります。金 沢の は,そ の越冬地 が どの

辺 にあ るのか推 定で きな いと して も,い っきに裏 日本 へ達す る特殊 な個体 が あ るので はな

い か とい う予測 も,充 分成立 す る と思 わ れ ます。 そ して また,案 外 寒冷 な地方 に も,越 冬

の可能 な場所 がな い とは 断定で きませ ん。 小笠 原英 明氏(1953)も,「 東 京 におけ る限 り,

少 な くとも他か らの移住 者 では ない と も思 われ る」 とのべ てお られ ます。 これ は,ど の辺

に根拠 を もつ ものか判 りません が,磐 瀬 氏は見 当外 れで あ ると されて い ます。 また,磐 瀬

説 を拡 張 して,室 谷氏 の いわれ るよ うに長距離 飛 翔性 の 「特殊 な移 動個体」 が あ る ことを

考慮 に入 れて も,こ れは もう 一 度考 えてみ なけれ ばな らない ことだ と 思 い ます。 なぜな

ら,害 虫 化の傾 向 をた どる多 くの昆 虫 の通性 として,ひ じょ うにす ぐれた拡 散力 を持 つ と

い う特性 とと もに,環 境 の変化 に耐 え る特性 を備 えて い るものが,た いそ う多 い とい うこ

とです。 これ らは微 気候 とい う問題 に もつ なが る もので すが,東 京 の ど こか に,ウ ラナ ミ

シ ジ ミの越冬 で き る少 しばか りの空 間が,ま った くな い とはいい きれな い と思 い ます。
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ウ ラナ ミシ ジ ミの 問題 は,磐 瀬氏 らの 累代波 状拡 散説(一 応 こ うよぶ こ とに します)

と,室 谷氏 の長距離 移動 の特殊 な個体 の存在 を認 め る仮説,そ れ に小 笠原氏 の東京 越冬説

よ り考 え られ るよ うに,越 冬場所 が 案 外北 に まで及 んで い るので は ないか との 推 定説 ま

で含 めて,こ れ は戦 後 の 日本 蝶学史 上 のす ば らしい論 争の一 つだ と思 います。

最後 に,少 し付 け加 えた い ことは,同 じシジ ミチ ョウ科 の アマ ミウ ラナ ミシ ジ ミNaca-

4磁 αkuravaseptentrionalis,ル リウラナ ミシジ ミJamidesbochusishigakianus,オ ジロシ

ジ ミ ・Euchrysopscnejus等 の ことです。 ア マ ミウ ラナ ミシジ ミは,モ クタチ バナ等 を 食草

として,奄 美 大 島以南 に土 着 し,秋 には九州南 部や四 国南 部 に見 られ るよ うにな ります。

あ との2種 は,と もにマ メ科植物 を食草 と して,広 く東 洋熱帯地 方 にみ られ,わ が国で は

沖縄 以南 に土着 して いて,ア マ ミウ ラナ ミシ ジ ミのよ うに,屋 久 島や九 州 ・四国 の南 部 に

迷蝶 と してみ られ る もの です。 これ らの蝶 はみ な,ウ ラナ ミシ ジ ミとか な り共 通 した移動

性 を もつ ものの よ うに も思 われ ます。 また,最 近,定 住す るか ど うか 問題 にな ってい る竹

富島(石 垣 島の南)の キ ヤム ラシ ジ ミChiladeskiaynuraeに つ いて も,よ く似 た ことがい

え るので はないで しょ うか。

そ う書 いて い る私 の庭先 に,例 年 のよ うに ツワブキの花 が開 いて,ウ ラナ ミシジ ミがや

って くる季節 とな りま した。 私 の住 ん でい る西宮 の家 の近 くには,ウ ラナ ミシジ ミの食物

にな るマ メ科 植物 を植 えてい る と ころは 見当た りません ので,こ れ らの秋 の個 体 は,ど こ

か遠方 か らや って くるので し ょうか。 関西地 方で の越冬地 と予想 され る南 紀方 面 あた りか

らの何代 目に当 るのか知 るよ し もあ りません が,お そ ら く本 年度 の最後 の蝶 として,産 卵
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して もその次 の代 は,せ いぜ い蠕 に止 まるもの と考え られ ます が,あ るいは また,南 紀 か

らい っきに私 の庭へ や って きた 「特殊 な移動個 体」 だ とすれ ば,そ れは も う一 度,南 の越

冬 地 に向 って たやす く帰 っていけ る個体 なのか もしれ ません。
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